
ヒトカラえひめプロジェクト委員会は、 
「人を大切にする経営で業績を向上させ、若者の採用、育成、定着に成功 
しているいい会社の要件」を「ヒトカラ要件」とし、成功企業事例の調査・分析、 

企業実態調査結果の分析等から、９項目に決定致しました。  

                  ヒトカラえひめプロジェクトの歩み 

平成２５年８月 ヒトカラえひめプロジェクト委員会設置 

平成２５年７月～ 成功企業の調査開始 平成２５年度 ２０社 、平成２６年度１０社 

平成２６年１月 成功企業の事例紹介サイト  
「ヒトカラえひめ ～人から始まる成功ストーリー～」オープン 

平成２６年７月～８月 「愛媛県中小企業における人材活用のための企業実態アンケート」実施 

平成２６年１０月～ 
平成２７年２月 

企業実態調査結果に関する企業意見交換会実施 

平成２７年２月 ヒトカラ要件 ９要因を決定 

ヒトカラ要件決定のプロセス 
 ①成功企業の好事例を分析し、要件の候補となる３６項目を抽出 
 ②３６項目を元に企業実態調査の質問項目を決定し、調査を実施 
   愛媛県内企業１２００社対象 回答数３２５社（２７％） 
 ③実態調査の結果について、単純集計、クロス集計、因子分析の手法で分析 
 ④③の結果に企業意見交換会における意見も反映させ、プロジェクト委員会において、 
   要件とその要件を満たすための具体的な行動や環境を決定。 
 （注）「要件を満たすための具体的な行動や環境」の文言は、実態調査の質問項目を元 
    に作成していますが、簡潔に伝えるために元の文言から変更しています。 

    調査時の質問項目については、企業実態調査結果報告書をご覧ください。    
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ヒトカラ要件 
            人を大切にする経営で業績を向上させ、 
        若者の採用、育成、定着に成功しているいい会社の要件 



（要件１）信頼感と人の成長への意識 
社内に信頼関係を醸成し、経営者や管理職は、社員に対して成長の手本になるように行動
するとともに、部下の能力を引き出している。 

 要件を満たすための具体的な行動や環境 

□経営者や管理職が自ら積極的に学び続けて、社員のお手本となっている。 
□社内行事などを活用し、会社全体の交流を深めている。 
□若手には全社員で育てる意識で接している。 

（要件２）人を尊重する姿勢と誠実な態度 
採用活動においては求職者に誠実に対応し、職場には社員の自主性を尊重する仕組みや風
土がある。 

 要件を満たすための具体的な行動や環境 

□求職者に対し、選考期間を明確に提示し、選考結果を迅速に伝えるなど、誠実な対 
  応をしている。 
□自社のネガティブ情報を開示したり、求職者の本音が出せる場づくり等でミスマッチ 
  防止に努めている。 
□提案制度や人事異動の希望制度など社員の自主性を尊重する制度がある。 
□社員が自ら挑戦することができる職場である。 

（要件３）社員の成長を支える仕組み 
従業員が成長できるような仕組みを構築し、継続的に実践している。 
 

 要件を満たすための具体的な行動や環境 

□育成方針を明確にし、次のステップに進むためにどのようなスキルや経験を積めば 
  よいかを示している。 
□OJTだけでなく、外部教育機関等（OFF-JT）を活用するなど、積極的に研修を実施 
  している。 
□新入社員をはじめ若手社員を積極的にサポートする具体的な仕組みがある。 
□人事評価の基準が明確である。 

（要件４）従業員満足への関心 
仕事のやりがいや達成感をはじめとした従業員満足を重視している。 
 

 要件を満たすための具体的な行動や環境 

□経営者や管理者は、会社経営において社員の成長や従業員満足が重要だと認識 
  している。 
□従業員満足について定期的に把握し、改善の取組みをしている。 

ヒトカラ要件 



（要件５）採用選考の基軸の明確化 
採用に際して、求める人物像や選考基準が明確になっている。 
 

 要件を満たすための具体的な行動や環境 

□採用にあたっては、求める人物像、選考基準を明確にしている。 

（要件9）経営の基本の確立 
経営理念が社内に浸透し、それに基づいた経営計画が立てられ、採用においても反映され
ている。 

 要件を満たすための具体的な行動や環境 

□経営者の経営にかける「想い」や「夢」が、経営理念やビジョンにおいて示されてお 
  り、社内で共有し浸透させている。 
□自社の経営理念や経営環境、中長期計画等に基づいた採用方針を作成している。 
 

（要件７）働きやすい環境 
肉体的にも精神的にも働きやすい労働環境をつくり、社員のワークライフバランスに配慮して
いる。 

 要件を満たすための具体的な行動や環境 

□労働時間の短縮や休暇の取得促進に努め、適切な労働環境を整えている。 
□社員の心身の健康に配慮し、不安や悩みについて相談しやすい体制を整えている。 
□自社の現状や業務、財務に関する情報を開示し、社内で共有できている。 

（要件６）採用における経営者の積極的な関与 
経営者が積極的に採用に関わり、自らの経営理念に共感する人材を採用している。 
 

 要件を満たすための具体的な行動や環境 

□経営者の経営にかける「想い」や「夢」を求職者に直接伝えている。 

（要件８）優れた事業力 
商品や事業のターゲットが明確で、収益性の高い事業力や経営環境の変化への対応力向
上させている。 

 要件を満たすための具体的な行動や環境 

□自社のビジネスモデルが確立され、常に経営環境の変化に対応するために自ら変 
  革しようと努力している。 



９つのヒトカラ要件を整理した図 


